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 新岡山県環境マネジメントシステムについては、平成２５年

度は大半の項目で年次目標を達成しており、概ね良好な運用が

なされている。 

 ＰＤＣＡサイクルにおいては、各所属で実績の把握と原因分

析を行い更なる改善につなげるとともに、県全体での取組状況

の把握を行うことが重要であり、次の点について検討し、引き

続き改善を推進されたい。 

 

１ 複写機用紙については、両面コピー等の努力は認められる

が業務量の増加等の原因により使用量が増加している。原因

分析を十分行い、業務効率や費用対効果に配慮しながら取組

を進められたい。 

  また、目標達成の可能性や職員のモチベーションの観点か

ら増加原因の分析に基づく数値目標の取扱いについて検討す

る必要がある。 

 

 

２ 環境リスクの高い事務について、危機管理の観点から、緊

急事態への対応を定めたマニュアルを整備するとともに、職

員に対し訓練等を通じてマニュアルの内容を徹底するよう努

められたい。 

 

 

３ 取組結果について庁内への周知に努めているが、さらに積

極的に推進することで所属における取組意識を高めるととも

に、県民への情報の開示についても検討されたい。 

 

 

 

 

 


